
１　森づくり構想策定の経緯と当初のねらい

　豊田市は、2005年度に合併し市域の約７割を森林が占める「森林都市」となりました。市は、森林を
市民の重要な生活基盤として捉え、公益的機能の高度発揮、具体的には森林を整備することで生活を支
える豊かな水を育み、災害に強い森づくりの実現等を促進することが必要だと考えています。そのため
には、森林の半分近くを占めるヒノキとスギの人工林の管理を緊急かつ計画的に進めるとともに、再生
産可能な資源であり、地球温暖化防止にも資する木材の一層の活用が重要な課題となります。
　また、市民が森林とふれあい、これを活用する機会を設けることも必要です。
　そこで、市では、2007年３月20日に森づくりの基本理念、市・森林所有者等の責務・役割、基本的施
策の考え方等を示した「豊田市森づくり条例（以下「条例」という。）」を制定しました。「豊田市100
年の森づくり構想（以下「森づくり構想」という。）」は、条例第17条に基づき、基本理念を実現する
ために、100年先を見据えた森づくりに関する豊田市の取組方針を示すものとして策定しました。

＜豊田市森づくり条例制定と森づくり構想策定の背景（2007年当時）＞
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豊田市の行政区域　約92,000ha
　豊田市の森林　約63,000ha（市域の68％）
　スギ・ヒノキの人工林　約30,000ha（森林の49％）
　緊急に間伐を必要とする人工林　約20,000ha（推定）

●国の森林・林業施策の見直し
　　・・・人工林の拡大造林施策の破綻
●国産材需要の変化
　　・・・外国産材の輸入増加・国産材の見直し
●国産材価格の低迷
　　・・・経営意欲の減退→森づくりの放棄、境界の不明確
●山村地域の過疎化・高齢化の進展
　　・・・社会情勢及び生活様式の変化
　　・・・労働力の流出（林業従事者の激減）
●二酸化炭素吸収源として注目
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森林の持つ機能の低下
●木材などの生産機能の低下
●公益的機能の低下
　・土砂流出・山地崩壊防止
　・水源かん養
　・自然環境の保全
　・温暖化防止
　・保健・休養　など
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自然環境の変化
　●地球の温暖化
　●異常気象
　　（東海豪雨）

災害発生の要因にも
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市民の森林への期待
　●災害からの安全・安心　　●地球温暖化防止
　●より良い環境の維持　　　●癒し効果　など

新たな使命

豊田市の新たな
行政施策の必要性

 人工林の緊急かつ
計画的な間伐の推進

 木材資源の
利活用の促進

山村地域の再生と
   活性化による
 森づくりの推進

森づくりの担い手など
       人材の育成

市民の理解に基づく
 共働の森づくりの
          推進
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第１章　豊田市100年の森づくり構想とは
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